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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年９月期第３四半期 93,800 △5.2 4,137 43.5 3,952 15.6 2,740 17.9

2023年９月期第３四半期 98,994 17.1 2,883 △19.6 3,419 △22.2 2,324 △21.4

（注）包括利益 2024年９月期第３四半期 7,899百万円（480.4％） 2023年９月期第３四半期 1,361百万円（△69.1％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年９月期第３四半期 46.54 －

2023年９月期第３四半期 39.54 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年９月期第３四半期 220,117 93,900 42.0 1,567.16

2023年９月期 197,695 87,334 43.4 1,460.17

（参考）自己資本 2024年９月期第３四半期 92,358百万円 2023年９月期 85,875百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年９月期 － 11.50 － 12.50 24.00

2024年９月期 － 12.00 －

2024年９月期（予想） 12.00 24.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 139,000 3.8 4,550 20.2 4,750 13.0 3,050 7.7 51.88

１．2024年９月期第３四半期の連結業績（2023年10月１日～2024年６月30日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

　　　2023年９月期の期末配当金の内訳　普通配当　11円50銭　　記念配当　１円00銭

３．2024年９月期の連結業績予想（2023年10月１日～2024年９月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年９月期３Ｑ 59,266,684株 2023年９月期 59,266,684株

② 期末自己株式数 2024年９月期３Ｑ 333,314株 2023年９月期 454,502株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年９月期３Ｑ 58,885,090株 2023年９月期３Ｑ 58,791,833株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）　　　　　　　　　　　　　　、　除外  －社  （社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ：無

②  ①以外の会計方針の変更 ：無

③ 会計上の見積りの変更 ：無

④ 修正再表示 ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

当第３四半期末において、役員報酬ＢＩＰ信託口が保有する当社株式186,260株を自己株式に含めています。

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は、当社グループを取り巻く経済状況、事業

環境、他社との競合、自然災害、金利等様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利

用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧下さい。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第３四半期連結累計期間（2023年10月１日～2024年６月30日）におけるわが国経済は、経済活動の正常化や雇

用・所得環境改善、インバウンド消費の増加などを背景に、景気は緩やかな回復基調を維持しました。一方で、地

政学リスクや世界的なインフレによる景気減速リスクは依然として高まっており、円安の進行による経済への悪影

響や物価上昇懸念など、先行き不透明な状況が続いています。

　このような状況のなか、当社グループは、2026年を最終年度とする新・中期経営計画（第Ⅱ期）「繋ぐ力」を策

定しました。冷蔵倉庫事業は「積み重ねてきた高品質な物流で国内外の課題を解消し、お客様へスマートコールド

サービスを提供」、食品販売事業は「国内外の生産者とのネットワークを活かし、目利き力により旬や美味しさを

お客様へ」を方針に掲げました。最終年度（2026年９月期）に「連結売上高1,500億円」「連結営業利益65億円」

「EBITDA 130億円」「ROE５％以上」「自己資本比率40％台を維持」とした定量目標を達成すべく、各重点施策に

取り組んでおります。

　その結果、当社グループの当第３四半期連結累計期間の連結経営成績は、売上高93,800百万円（前期比5.2％

減）、営業利益4,137百万円（前期比43.5％増）、経常利益3,952百万円（前期比15.6％増）、親会社株主に帰属す

る四半期純利益2,740百万円（前期比17.9％増）となりました。

（冷蔵倉庫事業）

　当第３四半期連結累計期間は増収増益となりました。

　前期からの高い在庫水準が続いており、冷凍食品を中心に水産品、農産品、畜産品、すべての取扱いが増加し、

保管料収入、荷役料収入ともに前年を大きく上回り増収となりました。これらの増収が、今年竣工した３つの物流

センターの減価償却費、立上り経費等のコスト増を吸収し、また、DX推進により生産性の向上に努めた結果、増益

となりました。

　タイの連結子会社THAI YOKOREI CO.,LTD.においても、主力取扱品である畜産品、乳製品の取扱量が増加し、セ

グメント利益を牽引しました。

　以上の結果、冷蔵倉庫事業の業績は、売上高25,895百万円（前期比10.2％増）、営業利益5,819百万円（前期比

16.2％増）となりました。

（食品販売事業）

　当第３四半期連結累計期間は減収増益となりました。

　水産品は主力商材である鮭鱒の量販店への販売が伸長、その他、イワシ、アカウオ等も取扱いが増加し増収増

益、ホタテは中国輸出の代替としてベトナム、国内販売にシフトし減収ながら増益となりました。また、エビ、魚

卵も相場が回復し、水産品全体では利益重視の販売の取組みにより増益となりました。

　畜産品は主要販売先である、外食・中食向けが順調に伸長しました。品目別では、ポーク、ビーフともに高値で

推移したため、取扱量は減少した一方、チキンは単価も安定し取扱量も増加しました。その結果、ポークは減収と

なるも増益、その他チキン、ビーフは増収増益となり、畜産品全体では増収増益となりました。

　農産品は全般的に収穫量が減少したことにより、取扱量が減少し減収となりましたが、主力のイモ類が増益とな

り、農産カテゴリーの利益を牽引しました。

　以上の結果、食品販売事業の業績は、売上高67,860百万円（前期比10.1％減）、営業利益1,284百万円（前期比

30.6％増）となりました。
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（２）当四半期の財政状態の概況

（資産、負債及び純資産の状況）

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末と比べ22,421百万円増加し、220,117百万円となり

ました。これは主に有形固定資産が12,056百万円、投資有価証券が8,643百万円、受取手形及び売掛金が1,528百万

円増加したこと等によるものです。

　負債総額は、前連結会計年度末と比べ15,856百万円増加し、126,217百万円となりました。これは主に借入金が

9,807百万円、繰延税金負債が3,002百万円、その他(為替予約負債及び設備関係支払手形)が2,275百万円増加した

こと等によるものです。

　また、純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ6,565百万円増加し、93,900百万円となりました。

（キャッシュ・フローの状況）

　当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」）は、前連結会計年度末に比べ1,068

百万円増加の4,995百万円となりました。当第３四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況と主な内

容は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、8,851百万円の資金の増加（前年同四半期は6,435百万円の資金の減少）

となり、その主な内容は税金等調整前四半期純利益3,952百万円、減価償却費5,348百万円、仕入債務の増加額975

百万円等による資金の増加と、売上債権の増加額1,520百万円等の資金の減少によるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、16,054百万円の資金の減少（前年同四半期は9,054百万円の資金の減

少）となり、その主な内容は貸付金の回収による収入418百万円等による資金の増加と、有形固定資産の取得によ

る支出16,263百万円等の資金の減少によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、8,271百万円の資金の増加（前年同四半期は19,260百万円の資金の増

加）となり、その主な内容は金融機関からの借入の純増額9,778百万円による資金の増加と、配当金の支払額1,417

百万円等の資金の減少によるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年９月期の連結業績予想につきましては、「2023年９月期 決算短信」（2023年11月14日付）で公表した数

値から変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,937 5,005

受取手形及び売掛金 20,002 21,531

商品 17,935 17,033

前渡金 2,178 556

短期貸付金（純額） 870 540

その他 1,355 3,426

貸倒引当金 △101 △101

流動資産合計 46,179 47,992

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 54,182 65,181

機械装置及び運搬具（純額） 8,353 10,305

土地 30,507 30,773

リース資産（純額） 312 364

建設仮勘定 7,056 5,602

その他（純額） 756 998

有形固定資産合計 101,168 113,225

無形固定資産

のれん 32 －

その他 3,398 3,360

無形固定資産合計 3,431 3,360

投資その他の資産

投資有価証券 42,264 50,907

長期貸付金 4,724 5,054

その他 1,200 904

貸倒引当金 △1,274 △1,327

投資その他の資産合計 46,915 55,538

固定資産合計 151,516 172,125

資産合計 197,695 220,117

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2023年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,871 5,847

短期借入金 21,087 17,573

１年内返済予定の長期借入金 5,864 5,518

１年内償還予定の社債 － 10,000

リース債務 95 99

未払法人税等 899 451

賞与引当金 812 145

役員賞与引当金 45 27

その他 5,099 7,957

流動負債合計 38,777 47,620

固定負債

社債 30,000 20,000

長期借入金 38,586 52,254

リース債務 245 298

繰延税金負債 333 3,335

役員報酬ＢＩＰ信託引当金 143 95

退職給付に係る負債 1,081 1,112

資産除去債務 91 91

その他 1,102 1,408

固定負債合計 71,583 78,596

負債合計 110,360 126,217

純資産の部

株主資本

資本金 14,303 14,303

資本剰余金 14,419 14,428

利益剰余金 52,213 53,506

自己株式 △386 △282

株主資本合計 80,549 81,956

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 4,392 10,355

繰延ヘッジ損益 213 △777

為替換算調整勘定 884 967

退職給付に係る調整累計額 △164 △143

その他の包括利益累計額合計 5,326 10,402

非支配株主持分 1,459 1,541

純資産合計 87,334 93,900

負債純資産合計 197,695 220,117
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年６月30日)

売上高 98,994 93,800

売上原価 89,313 83,006

売上総利益 9,681 10,793

販売費及び一般管理費 6,797 6,656

営業利益 2,883 4,137

営業外収益

受取利息 262 215

受取配当金 400 281

保険配当金 33 18

受取遅延損害金 － 198

その他 323 448

営業外収益合計 1,020 1,162

営業外費用

支払利息 290 371

支払手数料 18 236

デリバティブ評価損 68 406

その他 106 332

営業外費用合計 484 1,347

経常利益 3,419 3,952

特別利益

条件付対価受入益 260 －

特別利益合計 260 －

税金等調整前四半期純利益 3,680 3,952

法人税、住民税及び事業税 1,112 931

法人税等調整額 222 229

法人税等合計 1,334 1,160

四半期純利益 2,345 2,792

非支配株主に帰属する四半期純利益 21 52

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,324 2,740

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年６月30日)

四半期純利益 2,345 2,792

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △534 5,963

繰延ヘッジ損益 △482 △991

為替換算調整勘定 32 114

退職給付に係る調整額 0 20

その他の包括利益合計 △984 5,107

四半期包括利益 1,361 7,899

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,319 7,816

非支配株主に係る四半期包括利益 41 83

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2022年10月１日
　至　2023年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2024年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,680 3,952

減価償却費 4,836 5,348

のれん償却額 31 33

賞与引当金の増減額（△は減少） △586 △667

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 9 △17

貸倒引当金の増減額（△は減少） △39 53

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △21 50

役員報酬ＢＩＰ信託引当金の増減額（△は減少） － △48

受取利息及び受取配当金 △662 △497

支払利息 290 371

デリバティブ評価損益（△は益） 68 406

条件付対価受入益 △260 －

売上債権の増減額（△は増加） △4,136 △1,520

棚卸資産の増減額（△は増加） △6,219 938

前渡金の増減額（△は増加） △1,814 158

仕入債務の増減額（△は減少） 384 975

未払費用の増減額（△は減少） 123 225

その他 △703 192

小計 △5,019 9,955

利息及び配当金の受取額 642 483

利息の支払額 △301 △287

法人税等の支払額 △1,757 △1,299

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,435 8,851

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △8,853 △16,263

有形固定資産の売却による収入 4 6

無形固定資産の取得による支出 △1,070 △114

投資有価証券の取得による支出 △2,608 △10,580

投資有価証券の売却による収入 － 10,576

投資有価証券の償還による収入 293 －

条件付対価の決済による収入 260 －

貸付けによる支出 △301 △118

貸付金の回収による収入 3,279 418

その他 △57 21

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,054 △16,054

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 9,339 △3,529

長期借入れによる収入 15,000 17,500

長期借入金の返済による支出 △3,446 △4,192

自己株式の取得による支出 △200 △0

配当金の支払額 △1,360 △1,417

その他 △72 △89

財務活動によるキャッシュ・フロー 19,260 8,271

現金及び現金同等物に係る換算差額 2 0

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 3,772 1,068

現金及び現金同等物の期首残高 2,413 3,927

現金及び現金同等物の四半期末残高 6,185 4,995

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書

計上額
(注２)

冷蔵倉庫事業食品販売事業 その他 計

売上高

外部顧客への売上高 23,495 75,456 43 98,994 － 98,994

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,641 － 24 1,665 △1,665 －

計 25,136 75,456 67 100,660 △1,665 98,994

セグメント利益又は損失

（△）
5,009 984 23 6,017 △3,134 2,883

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注１)

四半期連結
損益計算書

計上額
(注２)

冷蔵倉庫事業食品販売事業 その他 計

売上高

外部顧客への売上高 25,895 67,860 44 93,800 － 93,800

セグメント間の内部売上高
又は振替高

1,536 － 24 1,560 △1,560 －

計 27,431 67,860 69 95,361 △1,560 93,800

セグメント利益又は損失

（△）
5,819 1,284 18 7,123 △2,985 4,137

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年10月１日　至　2023年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)　１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△3,134百万円は、各報告セグメントに配賦していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年10月１日　至　2024年６月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(注)　１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△2,985百万円は、各報告セグメントに配賦していない全社

費用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

  該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

  該当事項はありません。
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